褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　9月　7日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第5回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　嵯峨　由紀
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＜連絡事項＞

· ９月下旬、平成２３年度中間事業報告に沢田産さんが出席します。

　　　　上半期の報告及び、下半期の活動について報告します。

· 各部署で8月の褥瘡集計を入力して下さい。

· 褥瘡対策委員の佐藤栄峰さんが、西病棟から南病棟へ移動となった為、現在西病棟では委員が不在の状態です。入院時など作成しなければならない書類があるので、書類作成する看護スタッフの選定をＳＧＭに依頼しています。
＜褥瘡報告＞

東病棟：褥瘡のある方はいません。

南病棟：北山和子様→処置（ゲーベン・ラップ保護）変わりなし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

西病棟：褥瘡のある方はいません。

北病棟：褥瘡のある方はいません。

南山苑

２階フロア：中里ノブ様→治癒。

吉田ルエ様→仙骨部（ゲーベン＋穴あきガーゼ保護）

　　　　　　　ポケットの入り口がふさがってきており、ポケットの中を洗浄する事が難しくなってきている。

　　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、全量摂取。

　　　　　　

軽米フミ様→尾骨部（エキザルベ軟膏と亜鉛化軟膏+ラップ保護）

　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミ、摂取量80～100％
　　　　　　吉田正太郎様→仙骨部（洗浄後水分をよくふき取る、イソジン消毒後、ゲーベン＋こめガーゼ＋ガーゼ保護）

　　　　　　　　　　　　　左踵部（アズノ－ル＋ラップ保護）

　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　
　畑内マツ様→治癒。

　　　　　　　　　　　　　中野さつ様→治癒。

佐藤ひさし→仙骨部（亜鉛化軟膏塗布+ラップ保護）

　　　尾骨部（ゲーベン塗布+ラップ保護）

　　　　　　　　※　今までは、悪化時・発生時に医師の診察だったが、今後は定期的に医師の診察を受ける。

３階フロア：　依田きわ様→右体転子：治療方法の変更（洗浄後イソジン消毒+ゲーベン塗布+ガ－ゼ保護）を1日2回

　　　　　　　　　　　　今月に入り38度～39度台の発熱あり、急激に悪化見られる。

　　　　　　　　　　　　食事摂取量の低下見られる為、補食用の高カロリーゼリーの提供を検討したが、本人が摂取するか難しい。

＊次回の委員会10月5日（水）１５時３０分からになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

